ことひら English Lesson事業 業務委託仕様書

１　業務名
ことひら English Lesson事業業務委託

２　背景・目的
　琴平町は、近年少子高齢化が進行している。一方、年間を通じて多くの外国人観光客が訪れる有数の観光地であり、これは国際感覚やコミュニケーション能力を育む上で大きな強みである。このような地域の特性を踏まえ、グローバルな人材を育成するため、町として英語教育に積極的に取り組んでいることを広くPRするとともに、地域住民が英語を学び、実践できる場の創出が求められている。
本業務は、琴平町の地域住民（乳幼児から高齢者まで）を対象としたALL KOTOHIRA ENGLISH PROJECT事業(別添1)の中核事業として、英語の実践レッスンを通じて各世代の英語学習への入り口をつくり、多世代の英語学習意欲向上を図るとともに、町全体での英語教育推進の機運を醸成することを目的として実施する。
将来的には、来訪する外国人観光客に対して町民自らが英語で観光案内などのおもてなしを行えるなど「町民、特にこどもたちが英語で案内できるまち」として、町内外から選ばれ続ける琴平町の実現を目指すものであり、本業務はその実証事業として位置付ける。

３　契約期間およびスケジュール
（１）契約期間
　　契約締結日から令和９年３月31日まで
（２）全体スケジュール（予定）
	時期
	内容

	令和８年11月下旬
	契約締結

	令和８年11月～12月
	準備期間（カリキュラム策定、広報・参加者募集、会場調整等）

	令和８年12月頃（予定）
	ことひら English Kickoff セレモニーにおいて本事業の参加案内を実施（受託者の出席・協力を求める）

	令和８年12月第４週頃から
	レッスン開始（3月末まで毎週土曜日に実施）



４　履行場所
旧琴平町立南幼稚園（〒766-0002 香川県仲多度郡琴平町102-1）
　　施設詳細は、別添２のとおり。

５　業務内容
受託者は、以下の業務を行うこと。なおここに記載のあるもののほか、本委託事業の目的達成のために効果的と考えられる独自の取組みを提案して差支えない。最終的な実施方法の決定は、町と協議の上行うものとする。
（１）レッスン等の実施業務
ア　開催日時　令和８年12月第４週頃～３月末までの間の毎週土曜日（計12回程度）
イ　タイムテーブル（案）・対象・定員
	時間
	対象
	定員

	10:30 ～ 11:15
	未就学児（0歳～2歳）・保護者クラス
	８名程度

	11:15 ～ 12:00
	未就学児（3歳～5歳）・保護者クラス
	８名程度

	12:00 ～ 13:00
	（昼休憩）
	

	13:00 ～ 14:00
	小学生クラス
	８名程度

	14:00 ～ 15:00
	中学生・高校生クラス
	８名程度

	15:00 ～ 16:00
	大人クラス
	８名程度


※　各クラスの定員は８名程度を基本とするが、効果的なレッスンが行える人数を提案して差し支えない。
ウ　カリキュラムの作成
・　日常英会話やコミュニケーションに重点を置き、特に「スピーキングの力」を向上させることを目的としたカリキュラム・指導を行うこと。（※大人クラスや中高生クラス等においては、外国人観光客への案内等に役立つ実践的な内容を取り入れることも視野に入れること）
・　町民が、「英語に親しみ、使ってみたくなること」を主眼とし、各年代・発達段階（乳幼児、児童、生徒、成人）の特性と、下表に示すねらいに合わせた楽しく効果的な指導方法を取り入れること。
・　参加者のハードルを下げるため、全回参加必須とはせず、各回自由参加としながら、複数回参加すれば、より学習効果が高まる構成とすること。
・　琴平町の地域資源を教材・活動に積極的に取り入れ、英語を通じて地域への愛着を育む内容とすること。
· 作成したカリキュラム及び教材は町と共有し、町の意見を反映して随時改善すること。
	対象クラス
	ねらい

	未就学児・保護者クラス
	・0歳から英語が耳に入る環境を設けることで、英語＝楽しいという感覚づくり
・生活の中の基本語彙を「歌・学び」でインプット
・保護者が「家庭での声かけ」を少しずつできるようになる。

	小学生クラス
	・自己紹介、好きなもの、身近な情報を英語で言える
・基本的なフォニックスとアルファベット
・外国人講師との簡単なやりとりができることによる自信づけ
・地域資源を教材として活用したフィールドワークを盛り込むなどによる地域愛着の醸成

	中学生・高校生クラス
	・身近な社会テーマについて、簡単な意見を英語で述べられる
・プレゼンやディスカッションの「型」を身につける
・学校や学習塾では不足しがちな、英語の実践経験を積むことで、英語検定（特に二次試験・スピーキング）にも役立つ

	大人クラス
	・これまで英語や外国人との交流に関心がなかった方（高齢者を含む）でも気軽に参加でき、異文化交流を楽しめる


エ　講師・スタッフの配置
①ネイティブ講師：1名
・　英語を母国語とする、またはそれに準ずる高い英語力を有し、子どもから大人までの指導経験が豊富な講師を派遣すること。
②日本人助手兼運営スタッフ：1名
・　レッスン中の補助のほか、当日の受付対応、出欠確認、受講者の安全管理、その他会場における諸対応を行うこと。

（２）広報・参加者募集業務
・　参加者募集のチラシを作成すること。
・　ＳＮＳ、町公式LINE等による広報に必要な情報（各クラスの内容、講師紹介等）を提供すること。
・　キックオフセレモニー（12月）における事業紹介・参加案内に協力すること。

（３）申込・受付管理業務
・　受入可能人数に限りがあるため、原則として各回ごとの事前予約制とする。
· 予約状況に空きがある場合は、当日参加も受け付けること。
・　参加申し込みの受付（申込フォームの作成・運用を含む）、キャンセル管理、当日
出欠管理等は受託者が責任を持って行い、申込状況を町と随時共有すること。

（４）徴収業務
· １人１回1,000円程度の参加費（以下「参加費」）の徴収業務を行うこと。受託者が
行うこととし、徴収した参加費は全額、町に納めること。
· 参加費はレッスン参加時に回収を行うこと。
· 当該月に徴収した料金は、翌月末日までに町の指定する金融口座へ納金すること（参
加者への返金があった場合は返金額を差し引いた金額にて納金）。
· 参加者への返金業務及び領収書の発行等の手続き業務を行うこと。
· 納金に掛かる振込手数料は受託者の負担とする。　　　　
【納金口座】
	町指定の金融口座

	（金融機関）百十四銀行　琴平支店
（口座番号）普通預金　0075251
	（口座名義）琴平町
（ﾌ ﾘ ｶ ﾞﾅ）ｺﾄﾋﾗﾁｮｳ



（５）会場設営および管理業務
・　レッスン実施に向けた会場の清掃、必要な備品（机、椅子、教材等）の調達は町で行うこととする。会場装飾については、レッスン内容に応じた掲示等の提案を行い、町と協議の上実施すること。
・　開催時の安全管理、衛生管理を徹底し、終了後は速やかに原状復帰および清掃を行うこと。
・　地域資源を教材として活用したフィールドワーク等、指定履行場所以外でレッスンを行う場合、受託者は、実施の２週間前までに活動計画（日時、活動場所、内容、協力を依頼する店舗・団体の候補、参加者の動線、安全管理体制、雨天時の代替）を作成し、町に提出すること。
・　協力店舗・団体への依頼、日程調整及び報償費の支払いは、受託者の活動計画に基づき町が行う。受託者は、町の求めに応じて店舗等への事前説明に同席し、活動内容を説明すること。
・　活動当日は、受託者が参加者の引率・安全管理及び店舗等との現地対応を行うこと。店舗等の営業への支障を最小限とするよう配慮し、活動後は町を通じて協力店舗等に結果を報告すること。
・　活動中の写真・動画の撮影及び町の広報等での使用については、店舗等の同意を得ること。

（６）効果検証
・　各回の参加者数（クラス別）、新規・リピーターの別を記録し、月ごとに町に報告すること。
・　開催の都度、参加者（児童生徒は本人及び保護者）にアンケートを実施し、英語学習への意欲の変化及び満足度を把握すること。アンケート項目は町と協議の上決定する。
・　本事業のKPIは下表のとおりとし、その達成に向け、参加状況を踏まえた改善策を提案し、町と協議の上実施すること。

	項目
	基準値（目標値）

	参加者数
	延べ400人

	英語学習意欲が向上した参加者の割合
	80％

	参加した児童の保護者満足度
	80％


※　KPIに達しなかったとしても受託者の不利益はないものとするが、誠実な履行が認められない場合はこの限りではない。

（７）次年度以降に向けた引継ぎ
・　本事業は令和９年度以降の本格実装を見据えた実証事業であることから、受託者は、カリキュラム・教材・運営ノウハウを町と共有し、各回のレッスン内容・参加状況・気づきを記録した実施記録を作成すること。
・　業務完了時に、次年度以降の事業展開に向けた提案（プログラム改善、対象拡大、地域人材の参画等）を報告書に含めること。

６　町との打合せ
契約締結後速やかにカリキュラム・運営体制について町と打合せを行うほか、レッスン期間中は月１回程度の定例打合せを行い、実施状況の報告及び翌月の内容を協議すること。

７　費用負担　
委託料には、講師謝金、スタッフ人件費、管理費、教材費、会場までの交通費、会場装飾費、その他本業務の遂行に必要な一切の経費を含むものとする。

８　成果物の提出
業務完了後、速やかに以下の成果物を町に提出しなければならない。
・　業務実施報告書（各回の開催実績、参加者数、出席状況、アンケート結果、次年度以降に向けた提案等を含む）
· カリキュラム、教材及び実施記録一式（電子データを含む）
· 経費の精算に関する書類

９　作成物の帰属
（１）　本業務で新たに作成したカリキュラム、教材等の著作権（著作権法第21条から第28条までに規定する全ての権利）は町に帰属するものとし、町は次年度以降の事業において追加負担なく使用できるものとする。ただし、受託者が本業務以前から有する教材・ノウハウ（既存著作物）については、受託者に留保されるものとし、町が次年度以降も使用する場合の条件を協議により定める。
（２）　受託者は、町の書面による事前の同意なく、著作者人格権を行使しない
（３）　第三者が権利を有する著作物を使用する場合は、受託者の責任と負担において使用許諾を得ること。

10　再委託の制限
受託者は、本業務の全部を一括して、または主たる部分を第三者に委託し、または請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ町の書面による承諾を得た場合はこの限りではない。

11　責務および個人情報の保護
（１）　受託者は労働基準法を始め関係法規を遵守すること。
（２）　受託者は職務上知り得たことを第三者に開示・漏えいしないこと。また、本件委託業務以外に使用しないこと。本契約終了後も同様とする。
（３）　受託者は、本業務の実施にあたって知り得た個人情報を適正に取り扱い、漏えい、滅失、き損の防止その他個人情報の保護に必要な措置を講じなければならない。契約終了後は、町の指示に従い個人情報を返還又は消去すること。
（４）　レッスン中の写真・動画の撮影及び町の広報・ＳＮＳでの使用については、参加者（未成年者の場合は保護者）の同意を得た上で行うこと。

12　損害賠償
受託者は、その責めに帰すべき事由により琴平町、琴平町教育委員会、参加者又は第三者に損害を与えた場合は、受託者の責任において賠償すること。

13　支払方法
委託料は、原則として業務完了後の完了払いとする。ただし、受託者の申出により、町が必要と認める場合は、履行済み部分に相当する額を限度として部分払いをすることができる。

14　質問受付およびその他
（１）　本仕様書に関する質問窓口
本仕様書およびプロポーザル等に関する質問は、以下の部署にて受け付ける。
・問い合わせまたは受付部署   琴平町 企画防災課
TEL: 0877-75-6711         メールアドレス: kikaku@town.kotohira.lg.jp
（２）　本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じたときは、町と受託者が協議の上、決定するものとする。
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